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 人間活動における主要なエネルギー源は化石燃料といわれる石油、石炭、天然ガス等であ

る。これらを燃焼し、電力等の二次エネルギーに変換する際には地球環境破壊の原因とされ

る二酸化炭素や窒素酸化物(NOx)の発生が避けられない。特に、NOx(NO、NO2など)は人体に有

害であり、光化学スモッグや酸性雨などの原因となっている。現行の NO 削減技術としてはア

ンモニアを還元剤とした選択接触還元法(SCR：Selective Catalytic Reduction)が用いられ

ている。この方法は非常に分解効率が高く、耐性にも優れているが、アンモニアの危険性を

考慮すると自動車排気ガス浄化プロセスへの適用は不可能である。一方、三元触媒は酸素共

存下での NO 除去が行えない。 

 NO の直接分解とは NOから直接、環境に無害な N2(窒素)と O2(酸素)に分解する反応である。

NO から N2＋O2という直接分解は熱力学的に十分、進行可能な反応であり、SCR 法のように還

元剤の必要がないので最も理想的な NO 除去法であると言える。しかし、現在までに H2O と O2

が共存する実用的な条件で NO に対し良好な直接分解活性を示す触媒は見出されていない。NO

の直接分解触媒として Cu-ZSM-5 が有名であるが、Co 系などのペロブスカイトも高温では NO

を直接分解可能な触媒として報告されている。本研究では従来 NO の直接分解反応に活性が低

いと言われている Mn 系ペロブスカイトに着目し、Mn としては異常原子価に相当する４価の

Mn からなる BaMnO3への添加物により、NO の直接分解活性の向上を検討した。 

 

 直接分解反応は NO ガスを加熱した触媒層に送入して行った。反応は高温であるほど良く進

行した。BaMnO3のみではほとんど NO の直接分解活性を示さないが、Ba サイト及び Mn サイト

への添加物によって NO の直接分解活性

は大きく変化し、特に Mn サイトへ Mg を

20mol％添加するとNOの直接分解に高活

性になることを見出した。この触媒では

図に示すように NO の直接分解反応が

600℃から進行し、850℃では N2への転化

率は約 80％となった。この触媒では作動

温度が高いことから、O2及び H2O が共存

してもNOの転化率の低下は大きくなく、

また SV=50000h-1 という実条件に近い反

応条件下でも比較的高い N2 及び O2 の生

成速度が得られた。本触媒は作動温度が

高いものの、長時間にわたって高い活性

が安定に維持されるので、新しい NO 分

解触媒として注目される。本触媒は現在

深刻な課題となっているディーゼルエ

ンジンのみでなく水素ロータリーなど

未来型のエンジンへも適用が期待でき、

今後注目される脱硝技術になると考え

ている。 
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